トロント大学Elective Program での臨床実習報告 by 勢島 奏子
１．研修の概要
トロント大学の提供する，外部の医学生対象の Elective Program に応募したところ，Psychiatry への希
望が通った。トロント市内の St. Michael Hospital の中にある，Psychiatric Emergency Service に配属さ
れ，そのチームにて３週間の実習を行った。
２．研修先について
１）St. Michael Hospital について









２）Psychiatric Emergency Services について





実際，患者さんが Psychiatric Emergency Services にかかる場合，次のような流れとなる。まず，ER 内
にて現在の症状への評価を受ける。続けて入院が必要だと判断された（もしくは希望した）場合，モニター
管理された静かな個室病床のある Crisis Stabilization Unit（CSU）に移り，安静をとる。CSU 内で落ち着
いた状態となれば，退院や他機関への紹介，あるいは引き続き治療を行うため，精神科医師らの Office も
併設された上階にある Acute Care Unit，Intensive Care Unit，General Care Unit に引き継がれる。
ER 内では，小さな格子窓のついた重い扉のある保護室に，鎮静や拘束の必要な患者が入る。日本と違う



































前夜 on call 担当 redident からの伝達を受け，前日までに入院した患者さんについての情報や治療状況を
共有する。新患がいればその紹介と対応についてのディスカッションを行う時間。コーヒー片手に social
worker や manager らの各職種が集い，自由に意見や情報を交換する場で，医学生である私達も自分が担
当した患者さんについて紹介したり，経過や現在の治療についての報告を適宜行う。共有された情報を元
にその患者を discharge させるのか，CSU・ACU に送るのかということが話し合われ，最終的に患者さ
んと Dr の面接を経て決定される。
９：１５～１２：００頃
医学生は，自分の担当患者さんが決定された後，Emergency あるいは CSU に出向き，病歴聴取，カルテ
書き，情報収集のためのコンサルト（看護師，ソーシャルワーカー，前医，他科医へ）を行う。
Emergency，CSU，ACU，GCU 等を行き来する Dr をうまくつかまえ，担当患者の現況を伝え，問題点












































院中の患者のいる resource の担当者が Psychiatric Emergency
Services まで来て，これまでの経過や今後の方針を担当医師と相談し
たり，電話をかけあって経過の報告をしていた。また，ある Family Dr は，「私たちは８０％の精神疾患を自
分たちでみて治療しています。Psychiatrist のような専門家に送るのはごく一部です」ときっぱりとおっ




















































トロントは街として本当に魅力的です。そして，トロント大学の Elective Program には，様々な国から
学生が参加しており，仲間が作りやすく参加しやすいプログラムだと思います。また，評判のよいカナダの
医療保険制度や医療の実態，医学教育を知るのにも絶好の機会になるでしょう。準備や費用についてなど興
味のある方はぜひご質問ください。
最終日のCrisis Team。この日
のチームは大変国際的でした。
出身はみなバラバラ。ペルー、
オーストラリア、アメリカ、そ
して日本。
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